
様式８号（第３条関係）

令和3年2月 契約分

至

変更回数 変更契約日：

契約額

1 変更契約日： 令和3年2月18日

契約額 4,268,000 円 4,807,000 円 増額

令和2年12月25日
－

至 令和3年3月4日 令和3年3月4日

1 変更契約日： 令和3年2月17日

契約額 8,635,000 円 8,965,000 円

至 令和3年3月4日 令和3年3月4日

1 変更契約日： 令和3年2月10日

契約額 2,783,000 円 3,113,000 円

至 令和3年2月15日 令和3年2月15日

自

至

令和2年7月14日

令和3年3月8日

変更回数 1 変更契約日：

自 令和2年11月5日

自 令和2年12月25日

令和3年2月10日

契約額 4,400,000 円 4,565,000 円

自

茨城県鹿嶋市棚木
599-4

茨城県鹿嶋市鉢形台
2-17-15

自

　工事着手後に不陸整正を行ったところ，
既設道路の土中に人孔を確認したため，
舗装高への嵩上げの設計変更を行うもの
である。

令和2年12月8日

令和2年12月8日

令和2年11月5日

令和3年3月17日 令和3年3月17日

変更回数

道路建設課 土木一式工事 20201097

変更回数

変更回数

２排水鹿道建第１４号　排水整備工事（鹿
嶋市中地内）

市道3365号線　L=145.0m　〇土
工　N=1.0式　〇排水構造物工
KUS300*300　L=140.0m　遠心ﾎﾞｯ
ｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ　φ300　L=4.0m　集水
桝　N=2.0箇所　〇舗装工　表層
(再生密粒As13 t=4㎝)　A=325.0
㎡　〇雑工　N=1.0式

佐々木工務店㈱

土木一式工事 20201086

２鹿都計第１８号　市営三笠山団地３－１
０２号室他３部屋明渡補修工事（鹿嶋市
大字宮中２０６７番地１　外）

２市整鹿道建第２５号　道路改良工事（鹿
嶋市棚木地内）

〇市道3187号線L=118.9m〇土工N=1.0
式排水構造物工側溝工KDS-300x500
～1200L=74.0mVS-S-300x1300～
1400L=37.0m〇舗装工(車道)上層路盤
(RC-40t=15cm)A=463.0㎡表層(再生密
粒As13t=4cm)A=457.0㎡〇雑工N=1.0
式

㈱イーエムアイ

道路建設課

２排水鹿道建第１５号　排水整備工事（鹿
嶋市青塚地内）

市道4048号線　L=140.0m　〇土工
N=1.0式　〇排水構造物工　暗渠管
VPφ150　L=135.0m　塩ビマンホール
N=2.0箇所　〇舗装工　上層路盤(RC-
40　t=15㎝)　A=81.0㎡　表層(再生密粒
As13 t=4㎝)　A=162.0㎡　〇雑工
N=1.0式

㈲久保組

道路建設課 土木一式工事 20202009

茨城県鹿嶋市平井
1276-41

33,418,000 円

2

契約額

変更回数

都市計画課 建築一式工事 20201104

市営三笠山，港ケ丘団地住戸内
補修工事　構造：RC造　〇仮設工
事一式〇木工事一式〇室内改修
工事一式〇建具工事一式〇撤去
工事ほか

幸友住宅㈱
三笠山団地３－１０２号室の床塗装，フラッシュ
戸交換及び三笠山団地３－２０２号室の浴室内
手摺の交換，クッションフロア張替は当初設計時
には見込んでいなかったものの，想定よりも汚
損，劣化が激しいため，耐久性や審美性を損ね
ることから，これを改善するため設計変更を行う
ものである。

 当初排水管設置の影響範囲のみを舗装
復旧としていたが，工事範囲周辺の舗装劣
化が想定よりも激しかったため，舗装撤去・
復旧の増変更を行うものである。

事業担当課 種別 整理番号

変 更 契 約 状 況

工事名称（工事場所）
当初事業概要 契約相手方 変更契約の理由

令 和 2 年 度

道路建設課 土木一式工事 20201096

茨城県鹿嶋市中637-
1

茨城県鹿嶋市荒井
352-2

令和2年12月8日

自 令和2年12月8日

２市整鹿道建第１０号　道路改良工事（鹿
嶋市平井地内）

変更
状況

市道8562号線L=261m〇土工1式 排水構造
物工側溝工KUR-300×300～
400L=389mKDR-300×500～1200L=126m集
水桝工N=4箇所函渠工ボックスカルバート300
×300L=11m舗装工下層路盤(RC-40t=15
㎝)A=1380㎡上層路盤(MS-25t=10㎝)A=1350
㎡表層(再生密粒As20t=5cm)A=131㎡防護柵
工ﾌｪﾝｽH=1200L=76m雑工1式

㈱宮原工務店
工事着手後，準備工(除草，伐採)において，施工に伴う影響範囲
から当初見込んでいた以上の伐採が必要となったこと追加の伐
採処分費が必要となったこと，また当初設計では将来的に隣接
工区との一体的な舗装を予定していたため，今回工では上層路
盤までとしたが，沿線の介護施設や支援施設から舗装までの要
望があり，関係者と協議の結果，安全上必要あると判断したた
め，表層工を追加し，併せて増額変更するものである。

工事終点部において既設舗装の劣化が激
しく,今回施行に併せ一体的に復旧を行うた
め表層工を変更増するものである。

40,238,000 円

令和3年2月8日

変更後の状況 増減

令和2年7月14日

令和3年3月8日
－

変更契約日：

変更前の状況

－
至

契約額

増額

契約額

増額

契約額

増額

契約額

増額

契約額

－

－
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